








要約 

胎児低酸素症をおこす可能性の高いと考えられる母体疾患として,初年度は母体心疾患を,

次年度は妊娠中毒症を取り上げ,児に対する総合的影響について検討した。最終年度の今年

は慢性の胎児低酸素症の一表現形としての子宮内胎児発育遅延症(IUGR)をとりあげ,IUGR

からみた母体合併症の逆評価と,血行動態からみた IUGR の特徴抽出を行った。また周産期

低酸素症の予知の面から,低酸素症に陥ったときの血行動態の変化を胎児血液ガス値と比

較検討した。IUGR から成因を検討すると妊娠中毒症,胎盤・臍帯異常の占める割合が多く,

その他の母体合併症として母体低酸素症,循環不全を呈する病態で高率に IUGR が発症した。

IUGR では胎児側,母体側胎盤循環ともに血行動態の異常を伴なうことが多く,胎児アチド

ーシスに陥ると循環不全としての変化が全面にでた。胎児血液ガス値がアチドーシスまた

ハイポキセミアを呈すると臍帯動脈,下行大動脈 PI 値が高値を示すのに対して,中大脳動

脈 PI 値が低下し脳への血流が増していることが窺われた。 


